
中間休みに｢全校集会｣を行

いました。今日はあいさつに

ついての話と、先日いただい

た本の紹介をしました。

まず「あいさつ」です。児

童生徒数が増えたので、全体

であいさつをするときは何と

なく大きな声でできているよ

うに思えます。しかし、集団

の中に一人一人が埋もれてし

まっているように感じます。

３２名全員がしっかりと声を

出していなくても、数の力で

元気良く聞こえているかなと

いうような感じです。「自分

一人くらい大きな声であいさ

つしなくても…」と思ってい

る子どもはいなくても、「自

分はしっかり大きな声であい

さつしよう！」と積極的な子

どもも少なくなっているよう

な気がします。

あいさつは基本的な生活習

慣の中で、人間関係を良好に

保つためにも最も大切なもの

だと思います。一人一人が気

持ちの良いあいさつができる

ように、継続して働きかけて

いきたいと思います。

次に「ハッピーのおくりも

の」という、先日いただいた

本を紹介しました。とても良

いお話なので、ぜひたくさん

の人に読んでみてほしいこと

と、進んで本が読める人でな

いと、自分から学ぼうとする

人にはなれないということを

話しました。読書の力は、新

しい学力を獲得する大前提と

なるものです。いろいろな機

会を通して本を読むことを働

きかけていますが、本の楽し

さを伝えられるようにさらに

工夫していきたいと思います。

少し話は変わりますが、人

は一生の内に、いったい何冊

の本を読むことができるので

しょうか。本の冊数そのもの

はたくさん読めるかもしれま

せん。しかし「心に残る本は

２００冊ほどしか読めない」

という話を聞いたことがあり

ます。この話は小学生の頃に

聞いたことですが、「たった

２００冊しか読めないのか」

と思ったことを、今でも鮮明

に覚えています。確かに今、

心に残っている本がどれだけ

あるかと聞かれても、とても

２００冊もあげることはでき

ません。私自身もっともっと

本を読まなければならないと

思っています。

１か月間全く本を読まなかっ

た人の割合が５２％だと、今

日のインターネットの記事に

ありました。読まない人の多

くが「時間がない・読みたい

本がない」と解答しています。

しかし「本に向かわないこと

には何も変わらない」と私は

いつも思っています。

第８３号 校長室便り 平成２２年１０月２４日

校長室便り
（文 責）

ドーハ
日本人学校

校長
酢谷昌義

今朝の「朝読書」の様子

２６日から３日間、標記の

校長研究協議会がトルコで行

われます。その会に出席する

ために、明日から今週末まで

学校を留守にいたします。参

観授業・全体会等が計画され

ている中、大変ご迷惑をおか

けしますがよろしくお願いい

たします。

研究協議会の内容や皆様の

参考になる情報等につきまし

ては、来週の校長室便りを通

じてお知らせいたします。

南西アジア・中東・
アフリカ地区校長会

いただいた本の紹介をしました全校集会での「委員会発表」



１０月２６日から２９日ま

での３日間「南西アジア・中

東・アフリカ地区校長研究協

議会」が、トルコのイスタン

ブールで行われました。この

地区の日本人学校１７校と、

準全日制補習授業校１校から

１８名の校長が集まりました。

指導者として外務省・文部科

学省・海外子女教育振興財団

から５名の担当者がお見えで

した。

まず最初に時間をかけて説

明されたのは、来年度小学校

から始まる「新学習指導要領」

についてでした。学習指導要

領は、ほぼ１０年ごとに改訂

されてきていますが、これは

その時代の教育をめぐる状況

を踏まえているということが

ポイントとなっています。何

よりも大きいのは、これまで

１度も行われたことがなかっ

た「教育基本法」が改正され、

その改正教育基本法のもとで

今回の改訂が行われていると

いう点です。

視学官が力説されたのは

「今、義務教育を受けている

子ども達が、２０年～３０年

後の社会で中心的な役割を果

たしていくために何が必要な

のか」ということでした。今

から２０年後の２０３０年に

は人口は１割減、１５歳以上

の労働人口は現在の６７００

万人から１１００万人の減と

なるそうです。少子高齢化が

ますます進んだ日本で、その

中核となるのが今の子ども達

なのです。

視学官のお話の中で、私は

「自立」という言葉がキーワー

ドだと感じました。改正教育

基本法において義務教育がク

ローズアップされ、それが終

わったときにはやはり「社会

的自立」と「職業的自立」が

できるだけの力をつけておか

ねばならないということです。

そのために、学習指導要領が

改訂されているのです。

新しい学習指導要領は、子

ども達の現状をふまえ「生き

る力」をはぐくむという理念

のもと、知識や技能の習得と

ともに思考力・判断力・表現

力などの育成が重視されてい

ます。また、言語や理数の力

をはぐくむための教育内容の

充実が図られ、授業時数も増

加されています。

これからの教育は「ゆとり」

でも「つめこみ」でもありま

せん。次代を担う子ども達が、

これからの社会において必要

となる「生きる力」を身につ

けてほしい。そのような思い

で新しい学習指導要領は定め

られています。また「生きる

力」をはくぐむためには、学

校だけではなく保護者の皆様

や地域の方々の協力がますま

す必要になると考えます。

その「生きる力」について、

次号でもう少し詳しく取り上

げてみたいと思います。

第８４号 校長室便り 平成２２年１０月３１日

校長室便り
（文 責）

ドーハ
日本人学校

校長
酢谷昌義

イスタンブル日本人学校の掲示物

昨日、２台のスクールバス

にドーハ日本人学校と「英語

とアラビアのロゴ」が貼り付

けられ、これで本当にスクー

ルバスらしくなりました。

納車からロゴの貼り付けま

で、夏休みの間からずっとお

世話いただいた中山様、本当

にありがとうございました。

「スクールバスのロゴ」
貼り付け完了

会場に掲げられた両国の国旗



国が示している「生きる力」

とは、変化の激しいこれから

の社会を生きるために必要な

「確かな学力」「豊かな人間

性」「健康・体力」の知・徳・

体のバランスのとれた力のこ

とです。

それぞれをもう少し詳しく

見ていくと

知：基礎的な知識・技能を習

得し、それらを活用して、自

ら考え、判断し、表現するこ

とにより、さまざまな問題に

積極的に対応し、解決する力

徳：自らを律しつつ、他人と

ともに協調し、他人を思いや

る心や感動する心などの豊か

な人間性

体：たくましく生きるための

健康や体力

ということになります。

このような力がなぜ必要な

のかというと、これからの社

会は知識が社会・経済の発展

の源泉となる「知識基盤社会」

になると考えられているから

です。競争と技術革新が絶え

間なく起こる「知識基盤社会」

では、幅広い知識と柔軟な思

考力に基づく新しい知や価値

を創造する能力が求められる

ようになります。

また知識そのものや人材を

めぐる国際競争が加速すると

ともに、異なる文化との共存

や国際協力の必要性が増大し

ていきます。

そのため、これからの社会

を生きる子ども達は、自ら課

題を発見し解決する力、コミュ

ニケーション能力、物事を多

様な観点から考察する力、さ

まざまな情報を取捨選択でき

る力などが求められると考え

られます。

このような社会の構造的な

変化の中、次代を担う子ども

達の「生きる力」をはぐくむ

ことは、より一層重要となっ

ています。

私は、この「生きる力」を

次のように考えています。

『どのような環境・条件の下

にあっても、生涯にわたって

自分自身を高めていこうとす

る気力・体力』

変化の激しい時代だからこ

そ、少々のことにはへこたれ

ないたくましい精神力と、そ

れを支える健康な身体が必要

だと思います。私が願うのは、

そうしたたくましい子どもの

育成です。

ドーハ日本人学校では昨年

の開校以来、小規模・少人数

学校の特色を生かし、いろい

ろな機会を通して自信を身に

つけさせ、学習・生活の両面

で自分から前向きに取り組ん

でいけるような子どもにした

いと考えてきました。そうい

う積み重ねが、きっと｢生きる

力｣を育てることにつながると

信じています。

第８５号 校長室便り 平成２２年１１月１日

校長室便り
（文 責）

ドーハ
日本人学校

校長
酢谷昌義

イスタンブル日本人学校全景

今日から新しい友達が増え

ました。

○小学部３年生

｢○○○○○｣君

神戸の小学校からの編入です。

３年生は一司君が抜けて寂

しい思いをしていたので、ま

た賑やかになるのではないか

と期待しています。

早くみんなと仲良くなって、

いろいろなことに精一杯取り

組んでほしいと思います。

編入生の紹介

来賓：林総領事のあいさつ 会場近くのイスティクテール通り



今回の校長会の研修を通し

て、これだけは伝えなければ

と感じていたのが「思考言語」

の獲得という問題についてで

す。これは、文部科学省の田

中視学官からの指導・助言の

中で話された内容です。田中

視学官は、以前国語科の教科

調査官をしておられ、国語科

の指導について最も理解の深

い方です。

日本人学校における英語学

習の在り方等について協議を

していた中で、視学官から

「１０歳までに母語の基礎を！」

ということを話されました。

日本人学校で学ぶということ

は、まずは国語力をつけると

いうことが大切なことであり、

思考言語を獲得するための基

礎作りをしっかりとしなけれ

ばならないと言われました。

言葉の「臨界期（それを身

につけるために最も適した時

期）」が１０歳までであると

いうことと合わせ、小学校の

４年生くらいまでは日本語の

習得、そのための基礎作りが

大変重要であるということで

した。

言葉の基礎がしっかりと身

につくと、無意識に物事を言

葉で考えられるようになり、

抽象的な思考を自由に操作で

きるようになるのです。そこ

まで高めて初めて、思考言語

を獲得したことになるのだと

思います。このことは、私も

自分自身の経験から非常に大

切な点だと理解しています。

日本人学校は、国内の子ど

も達と同様の教育を受けさせ

ることを目的とし、そのため

の教育課程を組むことで認可

されている学校です。そこで

最も重要なのは、日本語をしっ

かりと身につけさせるという

ことです。それは国語の時間

の指導に限られたことではな

く、すべての教科において意

識的な指導が必要になります。

単なる言葉の理解に終わら

ず、その意味や文化的背景ま

でを意識して指導にあたるこ

とが、私達派遣教員には望ま

れていると改めて感じました。

第８６号 校長室便り 平成２２年１１月２日

校長室便り
（文 責）

ドーハ
日本人学校

校長
酢谷昌義

十
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小学部「算数」の授業風景

中学部「英語」の授業風景小学部「国語」の授業風景



今回の校長会の幹事校はイ

スタンブル日本人学校でした。

（校名はイスタンブールでは

ないそうです）学校訪問をし

た際、子ども達が歓迎のパフォー

マンスを披露してくれました。

低学年が「ハンドベルの演

奏と合唱」中学年が「和太鼓

の演奏」高学年・中学部が

「よさこいソーラン」で、ど

れも素晴らしい発表でした。

しかしドーハ日本人学校の子

ども達の方が、元気の良い発

表ができていると思いました。

イスタンブル日本人学校の

規模は、ちょうどドーハの２

倍（児童生徒数６４名）です。

小学部１年生から中学部３年

生まですべて単式クラス。派

遣教員数は１１名で恵まれて

いると感じました。

しかし校舎は民家を使用し

ていて、各教室や図書室が狭

い上に校舎内に運動ができる

ようなスペースは全くなく、

校庭もわずかな広さでした。

特に低学年用図書室は、屋根

裏部屋を利用しているので、

とても狭く暗く蔵書も限られ

ていました。運動スペースや

図書室など、ドーハの方がず

いぶん恵まれている点もあり

ました。

すべての条件が整っている

学校などまずありません。与

えられた環境・条件の中で、

どうすれば教育効果を上げる

ことができるのかという創意

工夫をすることが、指導する

側が最も考えなければならな

いことだと改めて思いました。

第８７号 校長室便り 平成２２年１１月３日

校長室便り
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高学年中学部：よさこいソーラン

低学年：ハンドベル演奏と合唱

モハメッド先生

ハザール先生がお休みの間、

アラビア語を指導していただく

ことになりました。日本語の勉

強もしておられます。正式には

ハッジホリデー後からですが、

今週・来週と引き継ぎ等のため

にも何度か来ていただきます。

予定は最短１月末までですが、

よろしくお願いいたします。

中学年：和太鼓演奏


